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構 ミ 物 の:ミ計 の令理イい ■っ くヽ 、長期 間 のた ヵう貝1ミ は有 用 な る資料 の
一 つ であ る ′ヾ、昔

撃 ミこ計 慮キ え柱 高 きた め、新様 電司的 に基 rt迪 してあ る。寿オ
1辻た に長其1沖1足用 の力|え

ゲーデ t試 作 し
1キ
え 活荷 立今 戴桁補 の文涸IKえ 用 し′喜 茂績 t得 たが、 本チ 式 の■計 濾本

埒 で11未 え その11日 が余 リ
ー艘 に して尾 有 ヽヽオ史様 竜 あで 実 月

'|の経験 に基 2、 実 用4C t期

して、 スに模補 改̈え■加 えた現jlミゲ
ーデ  及 びえ率お ―デ を2′ 5試 作 したのて、そ´

詳細 tミ ベる。

図一′は、前回の試作1ミ文べく、寸六L縮 ′l、して、検

構 1-居 筒素に した埋込型のル1足ケーチである。標や、

里■義には′θθ″″t基`三としたが え より′いくヽ出来る。

葛具
一 コ|ま、 全滉|え ゲー

デ 民び、 カバ ーーざあ る。

カバ ー内 lミキ民勤《象の励捩

及び、スイクのイミ1す る

ピ ツ ク ア ツ プ 。ヾ納 め ら れ

る。

専具-2は 、 プラウン音

ミとした■力|ミ基で、え

校ゲ一`デ ネ お、較工甲 /θ θο%普 入養択恐、

及が、力|ミゲーデの主η換、増ヤ部が《内められる

。えま ゲーデの択勤緑長 |ょ/θθ蒻 とし、緑 の二

り1憲テコぞ′θ倍}ミユ大 し、■ 1試 たするゲイ

アlL軸にはマイクロメーターtisし て精度り

旬上をヽ十つた。 下 トイ主ネ泉を=こす。
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フラウン青 ・よリリ十一ジエ■0｀

せ る。

1週 専ミ2θ θコ盛、力|ミ聰嵐1意標

t VLL誰ノθθ″″の波1えゲーデ 1用 ヽゝ

た と こ 6更l卑ス主こ。
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― デ の標 ミ FE離 ′θθ″″ の と え )

ピ ア ノ緑 ■ぎ 0.3れ た
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本方式のこ計は感ミのよてた、́鋼構ミ物 K対 して、5～ /θ%″ 2の オ
ーダーて入力の月1

ミが出来るかメ ある。ゞ、低た力t問題
とtム |ず々 うめナらさには、収ま力緑 と、構ミ物との湿

友たの景Z零″ヽミ、くてくることを実現ぃtょって経験 |た のて、■ミを改善するべく、添わ更神

償型瀾1足ゲーヂ をヽ式̀ 午した。こl為具
-34示 す。

為具―夕は、矢ill澳|ミ用として、理込■ とせず、すイ

フエッデ|■こたものて
｀
、通常の機根的こ計仝薇 |・、4夫

学も本 t当 て iゝt力 |えする。択勤(象の張t力)憲、スプリ

ンフ^よ つてバ ランスミtる 。

図 -21t、 え汲1'|として:挙 べ檎け喬の主桁た力 K及

|ざす末版 コンタ1)―卜のフ〕〕― プ、並びに収網 の影響

の愛|き も果をあげ る。

なち、 この駅 たは、】̀和 3′ 早差史=i右升常釈 モ誉

の イ市〕ケt ttl■ ( イ千つ た tι の で ぁ る。
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